
特集 ポストコロナのデジタルガバメントとデジタルエコノミー

デ
ジ
タ
ル
経
済
社
会
の
特
徴

　

デ
ー
タ
の
利
活
用
が
進
み
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
の
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
日
常
生
活
に
不
可
欠

な
も
の
と
な
っ
て
い
く
中
で
、
私
達
の
経
済
社
会
を

健
全
に
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
取

り
組
み
が
必
要
な
の
か
。
こ
の
問
い
は
、
政
府
や
国

際
機
関
だ
け
で
な
く
、
自
社
の
事
業
環
境
、
さ
ら
に

は
顧
客
や
社
会
へ
の
責
任
と
い
う
点
で
、
企
業
に
と

っ
て
も
重
大
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
点
で
、
持
続
的
な
経
済
成
長
と
社
会
的
課
題

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

宍ししど
戸 

常じょう
じ寿

の
解
決
を
両
立
さ
せ
るSociety 5.0

が
、
官
民
共
通

の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
適
切
な

方
向
性
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
政
府
が

デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
を
中
心
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
行
政

改
革
に
当
た
っ
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」「
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
旨
と
す
る
「
デ
ジ
タ
ル

社
会
形
成
10
原
則
案
」
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
も
、

高
く
評
価
出
来
る

（
注
１
）。

こ
の
小
論
で
は
、
そ
れ
ら
の
詳

し
い
分
析
は
避
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
社
会
に
お
け

る
「
個
人
」
の
変
容
と
そ
れ
に
伴
う
国
家
の
役
割
や

機
能
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
論
点
を
素
描
し
た
い
。

　

サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
の
融
合
が
進

展
す
る
結
果
と
し
て
、
①
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
デ
ー
タ

化
さ
れ
分
析
可
能
と
な
る
、
②
生
成
さ
れ
る
デ
ー
タ

の
量
に
対
し
て
、
利
用
者
の
認
知
や
注
意
力
の
限
界

が
あ
ら
わ
に
な
る
、
③
デ
ー
タ
が
よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ラ

イ
ズ
化
さ
れ
る
、
④
デ
ー
タ
の
収
集
・
拡
散
が
加
速

す
る
、
⑤
デ
ー
タ
が
流
通
す
る
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
」
を
通
じ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
よ
る

デ
ー
タ
の
管
理
が
強
ま
る
な
ど
の
点
が
、
デ
ジ
タ
ル

経
済
社
会
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
注
２
）。

こ
こ

で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
、
社
会
の
基
本
単
位
で

デ
ジ
タ
ル
経
済
社
会
に
お
け
る

個
人
と
国
家
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の
種
の
国
家
の
活
動
は
、
ド
イ
ツ
公
法
学
で
は

「
現
存
在
配
慮
」︵D

aseinsvorsorge

︶と
呼
ば
れ

て
き
た
が
、
最
近
で
は
「
デ
ジ
タ
ル
現
存
在
配
慮
」

︵D
igitale D

aseinsvorsorge

︶と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
が
登
場
し
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
の
保

障
等
の
多
様
な
論
点
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
小
論
の
関
心
か
ら
は
、
先
に
挙
げ
た
デ
ジ
タ

ル
経
済
社
会
の
特
徴
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
デ
ジ

タ
ル
現
存
在
と
し
て
の
個
人
の
変
容
へ
の
対
応
が
、

重
要
で
あ
ろ
う
。
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
を
横
断

し
た
空
間
に
お
い
て
、
自
己
の
内
面
が
把
握
さ
れ
る

こ
と
に
加
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
「
自
己
」
が
形
成
さ

れ
て
し
ま
う
と
と
も
に
、
扱
い
き
れ
な
い
大
量
の
デ

ー
タ
に
直
面
し
て
合
理
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
出

来
ず
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
上
で
提
示
さ
れ
る
選
択
肢

を
選
ば
さ
れ
る
と
い
う
恐
れ
に
、
人
間
は
直
面
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

無
論
こ
の
よ
う
な
「
先
回
り
さ
れ
る
個
人
」
は
、

そ
れ
が
信
頼
出
来
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
よ
り
個
人

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
に
繋
が
る
面

が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
心
地
よ

さ
や
効
率
性
と
引
き
換
え
に
、
自
律
的
な
判
断
・
決

定
の
機
会
が
失
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
経

済
社
会
が
人
間
中
心
の
社
会
で
あ
る
こ
と
を
止
め
る

あ
る
「
個
人
」
に
与
え
る
影
響
を
考

え
て
み
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
現
存
在
へ
の

配
慮

　

私
達
の
社
会
は
、
自
律
的
で
均
質

的
な
「
個
人
」
と
い
う
近
代
的
な
理

想
が
そ
の
ま
ま
貫
徹
出
来
な
い
こ
と

を
認
め
、
一
定
の
修
正
を
施
し
な
が

ら
も
、
な
お
そ
れ
を
基
本
的
な
前
提

と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
市

場
に
お
け
る
自
由
競
争
を
原
則
と
し

つ
つ
、
法
が
分
野
の
特
性
や
当
事
者

の
属
性
に
よ
り
一
定
の
規
制
を
行
う

の
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
社
会
イ

ン
フ
ラ︵
交
通
や
都
市
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
︶の
維
持
整
備
や
、
社
会
保
障

制
度
の
運
営
も
、
自
由
な
活
動
の
手

段
の
構
築
や
格
差
の
是
正
に
よ
り
、

先
の
「
個
人
」
像
を
現
実
の
社
会
の

中
に
あ
る
程
度
実
現
し
よ
う
と
い
う
、

国
家
の
構
造
的
介
入
と
い
う
こ
と
が

出
来
る
。

　

現
実
の
人
間
と
理
想
的
な「
個

人
」
の
間
を
架
橋
し
よ
う
と
す
る
こ

図表１　「ネットワーク空間」を取り巻く課題

事業者 事業者

事業者 事業者

情報の取得

•個人情報以外のプラ
イバシー情報の取得

•利用者による適切な
情報のコントロール

情報の分析

•プロファイリングによる
個人の識別、要配慮個人
情報等の推知・生成

•スコアリングによる予
測・評価、バーチャルス
ラムの発生

情報の利用・提供

•複数の主体に散在
するデータの活用

•データポータビリティ
等の充実

情報の受信

•フィルターバブル等
による思考や行動へ
の影響

•偽 / 誤情報・不適切
な情報による被害等

情報の編集・発信

•個人の興味・関心・嗜好
に合う情報を発信

•多様な主体による情報の
編集・発信

情報の作成・加工

•偽情報の生成
•真実性・正確性に欠
ける誤情報の生成

利用者 利用者

・新たな技術の進展を踏まえた複雑なプライバシー問題

・「ネットワーク空間」の公共性を踏まえた信頼性確保・向上

・「ネットワーク空間」の特性や基本的視点
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と
と
も
に
、
真
に
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い
で

あ
ろ
う
。

国
家
の
役
割
と
機
能
の
見
直
し

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
デ
ジ
タ

ル
経
済
社
会
に
お
い
て
も
、
国
家
が
「
デ
ジ
タ
ル
現

存
在
配
慮
」
を
新
た
な
役
割
と
し
て
引
き
受
け
、
そ

れ
に
向
け
て
自
ら
を
組
み
替
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
先
に
挙
げ
た
デ

ジ
タ
ル
社
会
形
成
10
原
則
案
と
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置

は
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
歩
と
評
価
す
る
こ
と
が

出
来
る
が
、
現
時
点
で
の
議
論
は
、
な
お
マ
ク
ロ
な

社
会
形
成
と
い
っ
た
総
論
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

基
盤
整
備
の
方
策
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
現
存
在
配
慮
」
の
た
め
に
今
後
必
要
な

の
は
、
何
よ
り
も
デ
ジ
タ
ル
経
済
社
会
の
進
展
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
る
人
間
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
や
困
難

の
多
様
性
を
把
握
し
、
そ
れ
が
個
人
の
自
律
や
尊
厳

に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
の
か
を
的

確
に
、
可
能
で
あ
れ
ば
あ
ら
か
じ
め
評
価
す
る
仕
組

み
の
構
築
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
生
徒
・
学
生
」「
子

育
て
世
代
」「
高
齢
者
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
世
代

別
の
政
策
と
は
別
に
、
今
後
の
絶
え
ざ
る
デ
ジ
タ
ル

経
済
社
会
の
変
化
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
と
、
将
来
に

対
す
る
不
安
を
払
拭
す
る
よ
う
、
個
人
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
体
を
通
し
た
政
策
の
提
言
や
見
直
し
を
行

う
プ
ロ
セ
ス
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
経
済
社
会
へ
向
け
た
行
政

改
革
の
議
論
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
が

（
注
３
）、

立
法
と
司

法
を
巡
る
議
論
は
殆
ど
手
付
か
ず
の
状
況
に
あ
る
。

例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
社
会
に
関
す
る
政
府
の
重

要
な
計
画
を
審
議
し
批
判
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
国

会
の
重
要
な
任
務
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
司
法
制

度
の
機
能
が
、
新
し
い
紛
争
に
的
確
に
対
応
出
来
る

よ
う
向
上
し
な
け
れ
ば
、
デ
ー
タ
基
本
権
等
の
新
し

い
個
人
の
権
利
を
保
証
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

「
デ
ジ
タ
ル
現
存
在
配
慮
」
の
た
め
の
、
立
法
・
行

政
・
計
画
・
司
法
と
い
っ
た
国
家
機
能
全
体
を
通
し

た
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
、

こ
の
小
論
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い

（
注
４
）。

（
注
１
） �

第
２
回
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ（
２
０

２
０
年
10
月
28
日
）資
料
を
参
照
。

（
注
２
） �

宍
戸
常
寿
・
工
藤
郁
子
・
ク
ロ
サ
カ
タ
ツ
ヤ
・
庄
司
昌
彦
・

山
本
龍
彦
「
デ
ジ
タ
ル
経
済
社
会
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

空
間
の
在
り
方
に
関
す
る
座
談
会
」
情
報
通
信
政
策
研
究
４

巻
１
号（
２
０
２
０
年
）。

（
注
３
） �

経
済
産
業
省
「GO

V
ERN

A
N
CE IN

N
O
V
A
T
IO
N

：Society 
5.0

の
実
現
に
向
け
た
法
と
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
リ
・
デ
ザ
イ

ン
」
報
告
書（
２
０
２
０
年
）。

（
注
４
） �

Ｐ
Ｈ
Ｐ
「
統
治
機
構
改
革
」
研
究
会
「
統
治
機
構
改
革
１
・
５

＆
２
・
０
─
次
の
時
代
に
向
け
た
加
速
と
挑
戦
─
」（
２
０
１

９
年
）も
参
照
。

図表２　現存在配慮と個人

Society2.0 地域 国家への自由都市、道路、水 共同体、慈善

国家からの自由高速道路、鉄道 市場

国 国家による自由エネルギー 規制、社会保障

プライバシー情報ネットワーク
規制緩和、公正競争

インターネット

グローバル データ基本権デジタル・ 
アーキテクチャ イノベーション

Society3.0

Society4.0

Society5.0
＝デジタル
現存在配慮

空間 インフラ 基本的ニーズの
充足方法 新しい権利

出所：宍戸常寿ほか「デジタル経済社会を支えるネットワーク空間の在り方に関する座談会」情報通信政策研究４巻１号（2020年）46頁
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